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にある LMS（Learning Management System）
の Moodle（井上他，2006）を利用している。 
Moodle 上に数学の補習のコースを作成し、補






















３．2010～2012 年度の課題と 2013 年度の取り組
み 





































図２ 解説の例（2013 年度実施） 
 
 















































 2010 年度の申込者は 24 名であった。約 12 名
／問の参加があった。それに対し、自由参加とし
た 2011 年度の「小テスト」の参加者は 62 名であ
り、約 23 名／問の参加があった。2012 年度は、
小テストの参加者は 51 名であり、約 13 名／問の
参加があった。 
 2013年度は、小テストの参加者は 47 名であり、


























の進度に合わせた内容で毎回 2 組程度用意した。 
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（６）2013 年度の結果 
 2013 年度の参加者別の「小テスト」解答回数 
のグラフを図５に示す。よくわからない部分だけ
受ける 1 回や 2 回の学生が非常に多く 6 割を越え
る。これは 2012 年度に比べて多い。また、すべ
て参加した学生は 2012 年度では 17%であったが、







































































































が 6%、「ちょうどよい」が 81%であった。5 段階






















































































    のでもう少し難しい問題に挑戦したい。 
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 見にくいです。    











回答者は 3 名であった。 
 「小テスト」1 問あたりの解答欄の数について
は、「すこし多い」が 1 名、「ちょうどよい」が 1
名であった。 
 ｢挑戦してみよう｣は 23 題に増やしたが、問題
数としては、「ちょうどよい」が 2 名、「すこし少

























 2010 年 度 か ら 引 き 続 き 数 学 補 習 用 の
eLearningシステムの構築と補習用教材開発を試
みている。2013 年度は 4 年目である。 
過去 3 年間の成果と課題を踏まえ、講義の内容
に即した補習用教材（コンテンツ）を試作・改良
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